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特集 優 良品種による果樹産地の活性化

1 優 良品種による果樹産地の活性化

本県では、恵まれた自然条件を生かして多種類

の果樹が栽培されている。一方、小規模な経営で

傾斜地園が多 く、機械化や省力化栽培の導入が難

しいこと、栽培者が高齢化 し改植や新植が進まず

老木化園比率が高 くなるなどの課題を抱えている。

直売や宅配をはじめ観光農園やオーナー制果樹

園などにより果樹を介 した消費者や都市との交流

窪蓮憩覧盈と望露寵屁あ窒録穫唇 し客蜜曇暑覆観

を果たしている。今回は県内各地域における特産

果樹に関する新品種、優良品種に対する取組につ

いて紹介する。

イチジクは都市近郊の立地条件を生かして阪神 ・

播磨地域を中心に 「桝井 ドーフインJが 栽培され

ている。この品種は寒さに弱いため、内陸部でも

栽培できる耐寒性のある新 しいイチジクの育成に

取 り組んでいる。

但馬地域は 「二十世紀」ナシの主産地であるが、

近年、黒斑病耐病性品種 「おさゴール ド」力S育成

された。この特性を生かして通常 2回 行う袋掛け

を1回 にする省力栽培について紹介する。

ブドウは播磨地域を中心に栽培されてお り、観

光農園や直売所を通して販売されることが多 く、

直接消費者の嗜好を反映させることができる。大

産地のように市場流通を前提にした適品種の選定

ではなく、観光直売に適する品種 といった観点か

ら選定した優良品種について紹介する。

クリは丹波地域、北摂地域を主体に栽培されて

おり、それぞれ 「丹波栗」 「北摂栗」としてブラ

ンド化を進めてきている。今回は 「北摂栗Jの ブ

ランドカ強化を目指した 「銀寄J品 種の分別出荷

の取組について紹介する。
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2 イ チジクの品種育成

1 は じめに               ま すい
県内のイチジクの栽培品種は、ほとんど 「桝井

ドーフィン」である。本品種は豊産性であるが、

寒さに弱く、県内の栽培適地が限られる。そこで、

当センターでは、品種の多様化と栽培地域の拡大

を目指し、イチジクの品種づくりに取り組んでいる。

2 研 究の方法 ・内容
1983年に、 「桝井ドーフイン」を種子親 (母親)

とし、花粉を持つイチジク、 「Capriflg6085Jを

交配した中から、大果で花粉を持つCapri Type

l個 体 (仮称MCl)と 、果実が採れるCommon

Type l個 体 (仮称MC2)を 選抜した。1999年、

「蓬莱柿」を種子親に、 「MCl」 花粉を交配し、

その実生を丹波市のほ場で養成後、2003年 「ビオ

レ・ドーフインJに 高接ぎし、着果を促進させ果

実等を検討した。その結果、

① 「MCl」 を花粉親 (父親)と する 「蓬菜柿」

のFl個 体は内陸部の丹波市でも束害を受けなか

った。

②結実は、 「H‐MC3Jが 最も良好で豊産性であ
った。

① 「H―MCl」 は、他系統より大果であり、呆実

品質も良いが、結実が少なく樹勢も弱かった。

④ 「H‐MCl、 3」は濃い紫色に着色したが、 「H‐

MC5Jは 独特のピンク色に着色し、食味良好であ

った。

①食味は、各系統とも 「桝井 ドーフイン」と同等

又はそれ以上であった。

① 「MC2」 は、果皮が黄色い。果実は小玉であ

るが食味良好で、裂果が少なく、日持ちも良かっ

た。

3 今 後の方針
さらに、果実特性、生育特性を明らかにし、寒

さに強い良食味品種の選抜を行う。また、直売や

業務用など新たな需要を開拓できる品種も選抜し

登録普及に移す。
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不 良、樹勢 弱卵形   紫 黒色  き わ めて大果 、

H一MC3   75 7   16 3   短 卵形  紫 黒色  結 実良好、着色濃い、樹勢強

H M05  64 5   18 3  短 卵形  赤 紫色  独 特の色調、良食味、樹勢やや強

MC 2   36 5   17 1   卵 形   責 色  小 玉、黄色の果皮、良食味、裂果少、直立性で樹勢強

M    710   164   長 卵形  紫 褐色  大 果、結実良好で豊産性、樹勢 中、耐寒性やや弱

系統名のアルファベットはH:「蓬莱柿」、M:「 桝井ドーフィン」、C:「 CapH196085」の略
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